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て

い
ら
れ
て
い
る
。

問
題
の
所
在

『
史
記
抄
』
『
四
河
入
海
』
な
ど
の
抄
物
類
に
は
、
清
濁
を
区
別
し
な
い
表
記

川
賢
ナ
ラ
ハ
諒
シ
テ
ハ
ナ
ニ
カ
ヨ
カ
ラ
ウ
性
体
ナ
イ
事
ソ

形
式
で
「
ナ
ニ
カ
」
と
記
さ
れ
た
文
字
列
が
よ
く
出
て
く
る
。
そ
の
よ
う
に
表
記

さ
れ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
次
の
よ
う
に
反
語
文
を
構
成
す
る
成
分
と
し
て
用

(
史
記
抄
・
伍
子
脅
伝
・
一

O
訂
オ
)

・
莞
舜
ハ
得
道
ノ
人
ナ
レ
ハ
コ
ソ
南
方
へ
来
テ
登
仙
ア
レ
ソ
サ
ナ
グ
ハ
ナ
ニ

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
一
月
)

六
九



反
語
副
詞
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
口
桑
二
)

カ
南
方
へ
来
ラ
ウ
ソ
卜
云
ソ

(
四
河
入
海
・
一
・
三
叫
オ
)

こ
の
よ
う
な
「
ナ
ニ
カ
」
の
「
カ
」
に
は
、
そ
の
反
語
と
の
関
係
か
ら
、
係
助

詞
「
か
」
の
文
中
に
お
け
る
係
り
用
法
の
名
残
か
と
も
疑
え
る
点
も
あ
る
が
、
す

で
に
狭
義
の
係
り
結
び
の
崩
壊
し
た
、
あ
る
い
は
、
著
し
く
形
骸
化
し
て
い
る
、

室
町
期
の
口
語
的
表
現
の
用
語
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
格
助
調
「
が
」
の
濁

は
な
は
だ
紛
ら
わ
し
い
。

点
を
付
さ
な
い
表
記
と
も
と
れ
そ
う
で
、

研
究
史
に
照
ら
せ
ば
、
さ
ら
に
問
題
は
広
が
る
。
湯
沢
幸
吉
郎
『
室
町
時
代
言

語
の
研
究
』
(
昭
和
四
、
大
岡
山
書
匝
、
昭
和
四
五
、
風
間
書
房
再
販
)
で
は
、

ωの
よ
う
な
「
ナ
ニ
カ
」
の
例
を
、
「
な
に
」
に
係
助
詞
「
か
」
の
付
い
た
「
な

に
か
」
が
転
じ
て
「
な
に
が
」
と
発
音
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

少
し
詳
し
く
紹
介
す
れ
ば
、
そ
の
第
十
章
の
副
詞
に
つ
い
て
の
記
述
中
に
「
ナ

ニ
カ
、
何
ノ
、

(
反
語
に
用
い
る
ご
と
い
う
見
出
し
で
、
ま
ず
川
の
例

に
類
す
る
「
ナ
ニ
カ
」
と
「
何
ノ
」
の
用
例
が
、
次
の
よ
う
に
『
史
記
抄
』
『
勅

ナ

ガ

規
桃
源
紗
』
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。

ナ
ニ
カ
人
ヲ
ハ
殺
サ
ウ
ソ

。
一
曾
参

O
ナ
ニ
カ
サ
ワ
ア
ラ
ウ
ソ

O
公
カ
ラ
ヲ
カ
ル
、
都
尉
カ
何
ノ
其
様
ニ
ハ
ア
ラ
ウ
ソ (

史
記
、

二
ウ
)

桃一

一
、
序
)

(
史
記
、

一
五
、
三
一
一
ウ
)

こ
れ
ら
の
「
ナ
ニ
カ
」
「
何
ノ
」
は
、

い
ず
れ
も
ド
ウ
シ
テ
、

ナ
ゼ
ニ
な
ど
と

七
O

言
い
換
え
ら
れ
る
、
理
由
を
表
す
反
語
成
分
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
ど
れ
だ

け
一
語
的
で
あ
る
か
の
判
定
は
む
ず
か
し
い
が
、
湯
沢
氏
の
副
調
と
し
て
の
処
理

は
、
反
語
へ
の
偏
り
に
そ
の
一
語
化
を
認
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に
、

「
左
の
如
く
「
ナ
ニ
ガ
」
と
し
た
例
が
あ
る
か
ら
、
右
の
「
ナ
ニ
カ
」
の
「
カ
」

も
「
ガ
」
と
発
音
し
た
か
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
濁
点
付
き
の

「
ナ
ニ
ガ
し
と
表
記
さ
れ
た
例
が
三
例
、
『
蒙
求
抄
』
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。

。
ナ
ニ
ガ
禁
池
一
一
遠
ザ
カ
ツ
タ
ガ
、
ウ
レ
シ
カ
ラ
フ
ソ
、
ウ
レ
シ
ウ
モ
候
ハ

ヌ

(
蒙
求
、

四
、
八
オ
)

。
ア
ノ
宿
癒
ハ
ナ
ニ
ガ
后
キ
ニ
ハ
ナ
ラ
ウ
ソ

(
問
、
六

九
ウ

し
か
し
、
湯
沢
氏
に
も
迷
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
濁
音
に
読
む
こ
と
の
明

ら
か
な
語
の
場
合
、

た
と
え
ば
「
イ
ヅ
レ
ニ
」
「
ナ
ン
ボ
ウ
」
な
ど
の
見
出
し
は

そ
の
用
例
に
濁
点
が
な
く
て
も
濁
音
を
区
別
し
た
形
で
あ
げ
て
い
る
が
、
「
ナ
ニ

ヵ
、
何
ノ
、

ナ
ニ
ガ
」
と
い
う
見
出
し
語
の
あ
げ
方
で
は
、
「
ナ
ニ
カ
L

と
「
ナ

ニ
ガ
」
が
並
列
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
憶
測
す
れ
ば
、
『
史
記

抄
』
な
ど
の
「
ナ
ニ
カ
」
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
清
音
形
の
「
な
に
か
」
と
い
う

語
形
と
し
て
一
応
認
定
し
、
そ
の
上
で
、
そ
の
「
カ
」
も
「
ガ
」
と
「
発
音
し
た

か
」
と
、
別
の
形
の
認
定
が
で
き
る
可
能
性
も
示
唆
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

同
書
第
十
二
章
の
助
詞
を
取
り
上
げ
た
箇
所
に
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
こ

で
も
、
助
詞
「
カ
」
(
い
わ
ゆ
る
係
助
詞
「
か
」
)
の
用
法
を
、
問
・
疑
・
反
語
に

三
分
し
て
言
及
す
る
、
そ
の
反
語
の
部
分
に
「
「
ナ
ニ
」
に
つ
い
て
副
詞
句
を
な

す
も
の
は
、
「
ガ
」
と
発
音
さ
れ
た
証
が
あ
る
」
と
述
べ
て
そ
の
例
を
あ
げ
、

さ



ら
に
「
か
L

る
例
の
す
こ
ぶ
る
多
い
所
か
ら
考
え
る
と
、
濁
点
の
な
い
左
例
の
如

き
「
カ
」
も
、
「
ガ
」
と
発
音
さ
れ
た
ら
し
い
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
発
音
さ

れ
た
ら
し
い
」
と
、
よ
り
積
極
的
な
判
断
に
な
っ
て
い
る
が
、
係
助
詞
「
か
」
が

転
じ
て
「
が
」
と
「
発
音
」
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
点
は
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
な
に
が
」
の
「
が
」
は
、
な
ぜ
係
助
調
「
か
」
の
転
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
格
助
詞
「
が
」
の
可
能
性
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な

疑
問
に
同
書
は
何
も
答
え
て
は
く
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
書
自
体
は
昭
和
の
初
期

に
出
た
ず
い
ぶ
ん
古
い
書
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
抄
物
類
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の

研
究
の
進
展
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
国
語
史
の
資
料
の
発
掘
・
整
備
な
ど
の
面

に
か
な
り
偏
っ
て
い
る
。
文
法
研
究
の
面
で
も
ま
だ
相
対
的
に
見
る
べ
き
も
の
は

少
な
い
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
「
な
に
が
」
の
問
題
一
つ
に
つ
い
て
も
、
賛
否
い
ず

れ
の
積
極
的
な
見
解
も
管
見
に
入
ら
な
い
。
古
い
と
は
い
え
、
研
究
史
的
に
は
今

も
っ
て
同
書
を
批
判
の
対
象
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
問
題
は
二
つ
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
第

一
の
問
題
は
、
抄
物
類
に
お
け
る
清
濁
を
区
別
し
な
い
表
記
形
式
の
「
ナ
ニ
カ
」

と
、
時
に
清
濁
の
区
別
さ
れ
る
「
ナ
ニ
ガ
」
と
は
、
湯
沢
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
同

じ
語
形
の
異
表
記
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
は
、
表
記
の

あ
り
よ
う
と
は
別
に
、
「
な
に
が
」
と
い
う
形
で
認
定
さ
れ
る
場
合
の
「
な
に
し

に
下
接
し
た
室
町
期
の
「
が
」
が
、
係
助
詞
「
か
」
の
転
じ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

格
助
詞
「
が
」
に
よ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
問
題
の
「
な
に
が
」
に
は
、
む
し
ろ
反
語
成
分
と
で
も
呼
ぶ
ほ
う
が
よ

い
連
語
性
も
認
め
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
方
で
は
否
定
と
共
起
す
る
応

答
語
的
用
法
や
陳
述
副
詞
化
し
た
用
法
な
ど
の
、
よ
り
確
実
に
一
語
化
し
た
形
で
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も
用
い
ら
れ
て
い
く
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
現
象
も
併
せ
て
考
察
し
た
い
の
で
、

問
題
の
「
な
に
が
」
に
つ
い
て
は
、
便
宜
、
広
義
に
お
け
る
副
調
の
呼
称
で
通
す

こ
と
に
す
る
。

同
語
異
表
記
の
蓋
然
性

ま
ず
、
抄
物
類
の
「
ナ
ニ
カ
」
「
ナ
ニ
ガ
」
な
ど
が
同
語
の
異
表
記
か
ど
う
か

と
い
う
問
題
か
ら
検
討
す
る
。
こ
れ
は
室
町
期
口
語
の
清
濁
に
関
す
る
語
形
認
定

の
問
題
と
見
う
る
の
で
、
抄
物
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
室
町
期
口
語
表
現
の
資
料
と

見
う
る
も
の
を
よ
り
広
く
対
象
に
し
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
平
仮
名
に
よ
る
表
記
や

「
な
に
」
を
「
何
」
と
漢
字
で
表
記
す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
問
題
は
清
濁

を
区
別
し
な
い
表
記
形
式
の
「
ナ
ニ
カ
」
「
何
カ
」
、
「
な
に
か
」
「
何
か
」
な
ど
(
以

下
、
「
ナ
ニ
カ
」
類
と
呼
ぶ
)
と
、
清
濁
を
区
別
し
た
「
ナ
ニ
ガ
」
「
何
ガ
」
、
「
な

に
が
」
「
何
が
」
な
ど
(
以
下
、
「
ナ
ニ
ガ
」
類
と
呼
ぶ
)
と
に
、
語
形
上
の
一
致

が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
両
表
記
に
同
語
の
異
表

記
で
あ
る
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
て
も
、
両
表
記
の
例
が
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
と
は

も
ち
ろ
ん
限
ら
な
い
。
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
全
体
的
な
そ
の
蓋
然

性
の
有
無
で
あ
り
、
具
体
例
の
個
別
的
な
考
証
で
は
な
い
。

室
町
期
の
口
語
表
現
に
お
い
て
、
清
濁
を
区
別
し
な
い
表
記
形
式
で
-
記
さ
れ
た

「
ナ
ニ
カ
」
類
の
ほ
と
ん
ど
は
、
用
法
の
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う
に
反
語
文
を
構

成
し
、
推
量
の
助
動
詞
「
う
」
お
よ
び
終
助
調
「
ぞ
」
と
共
起
し
て
い
る
。

ω下
-
一
一
棺
樗
ヲ
置
テ
宮
観
ト
モ
ヲ
作
一
フ
ウ
ナ
ラ
ハ
水
カ
多
ア
ツ
テ
ハ
ナ
ニ
カ

ヨ
カ
ラ
ウ
ソ
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
銅
ヲ
以
テ
水
道
ヲ
鋳
塞
ク
ソ

七



反
語
副
詞
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
口
亮
一
一
)

(
史
記
抄
・
秦
始
皇
本
紀
・
四
日
明
ウ
)

・
披
言
ハ
蘇
武
カ
牧
抵
羊
シ
テ
北
海
-
一
ア
ツ
シ
時
ハ
何
カ
イ
キ
テ
漢
北
ヨ
リ

帰
ン
ト
ハ
ナ
ニ
カ
思
ハ
ウ
ソ
其
ノ
如
ク
我
レ
モ
ナ
ニ
カ
此
ノ
南
方
ヨ
リ
カ

ヘ
リ
ハ
セ
ウ
ソ

(
四
河
入
海
・

一
日
オ
)

-
使
鬼
|
|
鬼
神
カ
物
ヲ
知
タ
人
ナ
ラ
ハ
イ
ワ
レ
ヌ
事
ヲ
ハ
セ
マ
イ
神
非
礼

ヲ
不
受
チ
ヤ
ホ
ト
エ
不
信
ナ
ル
ウ
ツ
タ
へ
ヲ
ハ
ナ
ニ
カ
ウ
ケ
ウ
ソ

(
豪
求
抄
・
班
女
辞
輩
・
四
日
ウ
)

そ
の
う
ち
の
推
量
の
助
動
調
「
う
」
は
、
古
形
「
ん
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
「
ベ
し
」
や
「
う
ず
」
と
共
起
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

ω陰
陽
井
歳
気
不
定
ト
ハ
陰
陽
カ
ヨ
ク
分
別
シ
テ
コ
ソ
ヨ
カ
ラ
ウ
ス
レ
陰
陽

ノ
ワ
ケ
メ
モ
ナ
ク
ハ
ナ
ニ
カ
気
ハ
可
定
ソ

(
史
記
抄
・
扇
鵠
倉
公
伝
・
一
三
ロ
ウ
)

-
無
官
一
一
シ
テ
布
衣
ノ
体
ナ
ル
者
ガ
天
子
ノ
御
前
一
一
参
ル
ハ
、
文
章
ヲ
弄
ジ

テ
進
土
及
第
ナ
ン
ト
ヲ
ス
ル
ニ
因
タ
コ
ト
也
。
サ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
ナ
グ
ン
ハ
、

ナ
ニ
カ
御
前
へ
参
ル
コ
ト
ハ
ア
ル
ヘ
キ
ソ
。
(
中
華
若
木
詩
抄
)

ω別
別
ノ
人
テ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
ナ
ニ
カ
一
ニ
合
テ
用
イ
ハ
セ
ウ
ス
ソ

(
四
河
入
海
・
一
・
三
伺
オ
)

・
カ
ウ
ア
ル
ニ
、
十
牛
ヲ
一
馬
ニ
カ
ヘ
テ
マ
イ
ラ
セ
テ
ハ
何
カ
ヨ
カ
ラ
ウ
ス

ソ

山
谷
抄
・
二
日
ウ
)

士
口
形
の
「
ん
」
や
「
ベ
し
」
と
共
起
し
て
い
る
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
語
形
の

七

認
定
に
も
そ
れ
だ
け
慎
重
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
共
起
だ
け
で
そ

の
「
カ
」
の
係
助
詞
性
が
推
定
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、

よ
り
慎
重
を
要
す

る
と
い
う
以
上
の
こ
と
も
、
ま
た
言
い
が
た
い
。

こ
れ
ら
と
同
様
の
共
起
を
も
っ
反
語
性
の
副
詞
の
例
は
、
次
の
よ
う
に
同
時
代

の
清
濁
を
区
別
し
た
表
記
形
式
の
「
ナ
ニ
ガ
」
類
に
も
認
め
ら
れ
る
。

は
た
ら
き
こ
そ
い
た
さ
ず
共
、
何
が

さ
や
う
に
ゆ
る
り
と
い
ら
れ
ま
ら
せ
う
ぞ
、
た
X
罷
帰
ふ

例
「
い
や
/
〈
¥
お
い
そ
が
は
し
ひ
に
、

(
虎
明
本
証
言
・
瞳
庖
丁
)

同
時
代
の
清
濁
を
区
別
し
た
表
記
形
式
の
「
ナ
ニ
ガ
」
類
に
は
、
こ
の
よ
う
に

湯
沢
氏
の
あ
げ
る
抄
物
の
例
以
外
に
も
、
「
ナ
ニ
カ
」
類
と
よ
く
似
た
反
語
文
を

構
成
し
て
い
る
例
が
あ
り
、

ω川
の
よ
う
な
「
ナ
ニ
カ
L

類
の
例
も
こ
れ
ら
と
同

じ
語
形
の
異
表
記
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

清
濁
を
区
別
し
な
い
表
記
形
式
の
「
ナ
ニ
カ
」
類
に
は
、
こ
の
ほ
か
否
定
の
語

と
共
起
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
次
の
附
は
打
消
推
量
の
助
動
詞
「
ま
い
」
と
、

仰
は
否
定
辞
「
な
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
共
起
し
て
お
り
、

一
括
す
れ
ば
い
ず
れ
も

否
定
の
語
と
の
共
起
が
認
め
ら
れ
る
。
後
に
一
不
す
が
、
清
濁
を
区
別
し
た
「
ナ
ニ

ガ
」
類
に
も
、
同
様
の
共
起
の
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

制
己
一
一
直
一
一
使
於
斉
ト
云
ホ
ト
ニ
ナ
ニ
カ
私
一
一
人
ヲ
ヤ
ツ
タ
テ
ハ
ア
ル
マ
イ

ソ

(
史
記
抄
・
呉
太
伯
世
家
・
九

η
オ
)

-
貴
方
ハ
帰
休
シ
テ
ハ
不
可
然
ソ
ナ
セ
ニ
ト
云
ヘ
ハ
身
ニ
巳
ニ
才
ヲ
抱
テ
有



ル
程
ニ
必
ス
識
者
ニ
逢
タ
ラ
ハ
挙
テ
用
イ
ラ
ル
ヘ
キ
ソ
其
ヲ
物
一
一
一
審
へ
ハ

龍
泉
剣
ノ
張
茂
先
一
一
識
ル
、
ヵ
如
ク
ナ
ル
ヘ
キ
ソ
サ
ア
ル
時
ハ
何
カ
我
カ

如
ニ
ハ
帰
耕
ヨ
セ
ラ
レ
マ
イ
ソ
(
四
河
入
海
・
二
一
・
一
羽
オ
)

例
深
慮
遠
謀
行
軍
用
兵
之
道
モ
ナ
ニ
カ
背
ノ
士
一
一
ハ
及
ハ
ウ
ス
テ
モ
ナ
イ
ソ

(
史
記
抄
・
秦
始
皇
本
紀
・
目
白
ウ
)

次
の
よ
う
な
例
の
「
ナ
ニ
カ
」
は
否
定
の
語
と
こ
そ
共
起
し
て
い
な
し
γ

が
、
意

味
的
に
は
否
定
に
な
る
表
現
と
共
起
し
て
い
る
。
第
二
例
の
「
テ
コ
ソ
」
は
そ
れ

だ
け
で
意
味
上
否
定
に
な
る
反
語
の
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
よ
り
広
義
に
否
定

と
の
共
起
の
認
め
ら
れ
る
一
つ
の
あ
り
よ
う
と
見
て
よ
い
。

仙
川
呂
嘉
ハ
イ
ヤ
ナ
ニ
カ
内
属
シ
コ
ト
ハ
イ
ヤ
ト
云
テ
ア
レ
ニ
属
ス
ル
ナ
ラ
ハ

ト
テ
王
ヲ
モ
漢
カ
ラ
ノ
使
ノ
終
軍
ヲ
モ
殺
ス
ソ

(
蒙
求
抄
・
終
軍
棄
嬬
・
六
3
ウ

-
ア
レ
カ
義
ト
徳
ト
ハ
我
レ
カ
勢
ト
財
ト
ニ
ハ
カ
エ
ウ
ト
云
テ
モ
ナ
ル
マ
イ

ナ
ニ
カ
易
ウ
者
テ
ハ
ア
ツ
テ
コ
ソ
、

(
蒙
求
抄
・
干
木
富
義
・
五
犯
ウ
)

同
様
の
否
定
と
の
共
起
は
、
同
時
代
の
清
濁
を
区
別
し
た
表
記
形
式
の
「
ナ
ニ

ガ
」
類
に
も
認
め
ら
れ
る
。
次
の
仰
は
打
消
推
量
の
助
動
調
「
ま
い
」
と
、
同
は

否
定
辞
「
ず
」
と
そ
れ
ぞ
れ
共
起
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

例
八
重
九
重
ノ
御
簾
貴
帳
ノ
内
ノ
事
ヨ
其
ノ
内
デ
ノ
勝
負
ナ
ラ
パ
何
ニ
ガ
甲

由
円
物
具
ヲ
帯
シ
テ
伐
ツ
打
レ
ツ
シ
タ
武
士
ノ
戦
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
定
テ
遊
子

文
学
部
論
集

第
八
十
三
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

公
子
ノ
戯
レ
草
合
華
合
虫
合
ナ
ド
ノ
勝
負
デ
在
郎
ズ

(
巨
海
代
抄
・
上
・
幻
オ
)

制
ヲ
ヤ
ノ
名
ノ
梨
ハ
一
切
果
実
ノ
宗
領
ナ
リ
、
ソ
レ
ガ
シ
ガ
名
、
名
一
一
付
夕

査
ハ
ナ
ニ
ガ
一
向
一
一
及
パ
ヌ
コ
ト
ト
コ
タ
エ
タ
ソ

(
玉
塵
抄
・
五
・
五
三
四
頁
)

右
の
附
1
刊
の
よ
う
な
否
定
と
の
共
起
例
は
、
反
語
性
の
副
詞
と
し
て
の
用
法

を
介
し
て
、
さ
ら
に
ド
ウ
シ
テ
ド
ウ
シ
テ
と
か
、

ナ
ニ
ナ
ニ
・
イ
ヤ
イ
ヤ
な
ど
に

相
当
す
る
、
自
問
自
答
的
な
否
定
の
応
答
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
本
来
は
よ
り
連
文
的
に
後
続
す
る
文
の
否
定
と
共
起
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
っ
て
、
抄
物
類
以
外
の
よ
り
広
い
範
囲
の
資
料
に
照
ら
し
て
も
、
ま

た
、
反
語
以
外
に
、
広
義
の
否
定
と
の
共
起
も
含
め
た
、
よ
り
広
い
用
法
に
わ
た

る
点
検
の
結
果
と
し
て
も
、
両
者
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ

こ
に
あ
げ
た
よ
う
な
表
記
の
例
は
、
そ
の
類
似
性
に
よ
っ
て
「
な
に
が
L

と
い
う

同
じ
語
形
を
示
す
異
表
記
と
推
定
し
て
ま
ず
差
し
支
え
な
い
と
言
え
よ
う
。

「
な
に
か
〉
な
に
が
」
説
の
是
非

次
に
第
二
の
問
題
に
移
る
。
湯
沢
氏
は
「
な
に
」
に
下
接
す
る
係
助
詞
「
か
」

の
反
語
に
な
る
用
法
も
す
で
に
紹
介
し
た
ご
と
く
「
「
ガ
」
と
発
音
さ
れ
た
ら
し

い
」
と
ヨ
一
口
い
、
「
な
に
が
L

の
「
が
し
を
係
助
詞
「
か
」
の
転
と
解
し
た
。
「
な
に

が
」
の
「
が
」
の
働
き
、
な
い
し
、
素
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
係
助
詞
「
か
」
の

転
と
い
う
見
方
が
成
り
立
つ
蓋
然
性
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
「
が
」
が
格

助
詞
で
あ
る
蓋
然
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
で
検
討
す
る
。

係
助
詞
「
か
」
の
転
と
い
う
見
方
の
成
り
立
つ
蓋
然
性
に
つ
い
て
は
、
近
接
す

七



反
語
副
詞
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
旦
亮
一
一
)

る
時
期
に
お
け
る
「
な
に
か
L

に
、
そ
の
よ
う
な
熟
合
化
を
う
か
が
わ
せ
る
用
例

の
分
布
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
の
が
早
道
だ
ろ
う
。
疑
問
詞
「
な

に
」
に
係
助
詞
「
か
」
の
下
接
し
た
連
語
が
、
仮
に
熟
合
化
し
一
語
化
し
て
「
な

に
が
」
と
発
音
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
な
に
」
と
「
か
」
と
の
連

語
は
、
そ
う
い
う
変
化
の
進
む
時
期
に
お
い
て
そ
の
熟
合
化
を
促
す
ほ
ど
に
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
室
町
期
に
近
接
す
る
頃
の
「
な
に
か
」

に
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
多
用
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

疑
問
詞
「
な
に
」
に
係
助
詞
「
か
」
の
下
接
し
た
「
な
に
か
」
が
反
語
を
構
成

し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
例
を
、
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
(
以
下
『
覚
一
本
平
家
』
と

呼
ぶ
)
と
『
元
和
整
版
本
太
平
記
(
巻
一

'I'
巻
十
四
)
』
(
以
下
『
元
和
本
太
平
記
』

と
呼
ぶ
)

に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
入
手
で
き
た
。

川
そ
の
儀
な
ら
ば
、

い
の
ち
い
き
で
も
な
に
か
せ
ん
。
便
宜
を
う
か
工
ふ
て

こ
そ
あ
ら
め
と
て
、

(
覚
一
本
平
家
・
四
・
競
)

-
よ
し
ゃ
人
々
、
は
か
人
¥
し
か
ら
ぬ
野
伏
共
に
目
を
懸
て
、
骨
を
折
て
は

何
か
せ
ん
。
此
を
ば
打
捨
て
、
山
崎
へ
打
通
れ
と
議
し
て
、

(
元
和
本
太
子
記
・
八

-
4
)

仲
あ
そ
び
も
の
の
な
ら
ひ
、
な
に
か
く
る
し
か
る
べ
き
。
推
参
し
て
み
む
。

(
覚
一
本
平
家
・
一
・
一
献
壬
)

只
文
箱
を
啓
ず
し
て
、
勅
使
に
返
進
せ
ら
る
べ
き
か
」
と
再
往
申
け

る
を
、
相
摸
入
道
「
何
か
苦
し
か
る
べ
き
」
と
て
、
斉
藤
太
郎
左
衛
門
利

一「行
に
読
進
せ
さ
せ
ら
れ
け
る
に
、

(
元
和
本
太
平
記
・
一
・

9
)

側
兵
根
米
も
な
け
れ
ば
、
冠
者
原
共
が
か
た
ほ
と
り
に
つ
ゐ
て
時
々
い
り
ど

七
四

り
せ
ん
は
何
か
あ
な
が
ち
ひ
が
事
な
ら
む
。

-
明
日
は
又
冥
途
に
て
寄
合
ん
ず
る
者
が

(
覚
一
本
平
家
・
八
・
鼓
判
官
)

一
夜
の
程
の
別
れ
何
か
さ
ま
で

は
悲
か
る
べ
き
と
て

(
元
和
本
太
平
記
・
十

-
6
)

こ
の
う
ち
、
仰
は
「
な
に
か
せ
ん
」
と
い
う
言
い
方
の
例
で
あ
る
。
こ
の
言
い

方
は
か
な
り
慣
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
な
に
か
」
は
、
ド
ウ
シ
テ
・

ナ
ゼ
ニ
な
ど
と
言
い
換
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
理
由
を
表
す
反
語
成
分
で
は
な
い
。

そ
の
点
で
川
w
i川
刊
に
あ
げ
た
室
町
期
の
「
な
に
が
」
(
「
ナ
ニ
カ
」
類
や
「
ナ
ニ
ガ
」

類
)
の
例
と
は
違
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
同
仰
の
例
は
、
理
由
を
表
す
成
分
と
し
て
、
ド
ウ
シ
テ
・
ナ
ゼ

一
一
な
ど
と
言
い
換
え
る
こ
と
の
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
同
の

「
な
に
か
苦
し
か
る
べ
き
し
と
い
う
類
の
言
い
方
は
、
こ
れ
も
か
な
り
慣
用
句
性

の
高
い
固
定
的
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
用
語
の
自
由
に
選
択
の
で
き
る
例
と
は
言

l-:
、o

h
4
A
4ト
h
t
h
h
v

ハ
ビ
ヤ
ン
に
よ
っ
て
口
語
訳
さ
れ
た
、
中
世
末
期
の
『
天
草
版
平
家
物

語
』
(
以
下
、
『
天
草
版
平
家
』
と
略
称
す
る
)

に
お
い
て
も
、

た
と
え
ば
次
の
よ

う
に
、
「
な
に
か
苦
し
か
ら
う
ぞ
?
(
苦
し
う
ご
ざ
ら
う
?
)
」
と
あ
っ
て
、
「
な

に
か
」
の
語
形
は
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。
同
作
品
中
、
反
語
を
構
成
す
る

「
な
に
か
」
は
七
例
あ
る
が
、
和
歌
の
一
例
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
六
例
が
す
べ

て
こ
の
慣
用
表
現
な
の
で
あ
る
。

同
な
に
か
(
回

E
E
C
苦
し
い
か
ら
う
ぞ
?

ど
も
舞
う
て
、
仏
を
慰
め
い
と
い
は
れ
た
れ
ば

参
っ
て
今
様
を
も
う
た
ひ
舞
な



(
天
草
版
平
家
・
二
・
ご

細
か
い
用
例
数
を
示
せ
ば
、
『
覚
一
本
平
家
』
に
「
な
に
か
」
の
形
は
一
六
例

あ
り
、

い
ず
れ
も
反
語
文
を
構
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
三
例
は
古
語

を
用
い
る
傾
向
の
強
い
和
歌
の
例
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
残
り
の
一
三
例
中
、

五
例
が
糾
に
例
示
し
た
「
な
に
か
せ
ん
」
の
類
、
六
例
が
叫
に
例
示
し
た
「
な
に

か
苦
し
か
る
べ
き
(
苦
し
う
候
ベ
き
ご
の
類
で
あ
る
。
用
語
的
に
自
由
に
用
い

ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
帥
の
よ
う
な
例
は
、
そ
の
第
一
例
を
含
め
て
わ
ず
か
に

三
例
に
過
ぎ
な
い
。

『
一
克
和
本
太
平
記
』
(
巻
十
固
ま
で
)

に
お
け
る
分
布
も
似
た
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
反
語
文
を
構
成
す
る
「
な
に
か
」
は
九
例
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
五
例
が

叫
に
例
示
す
る
「
な
に
か
せ
ん
」
の
類
、

一
例
が
刊
に
あ
げ
る
「
何
か
苦
し
か
る

べ
き
」
で
あ
り
、
叫
に
例
示
す
る
そ
の
他
の
例
は
帥
の
第
二
例
を
含
め
て
わ
ず
か

に
三
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
分
布
を
見
る
限
り
、
理
由
を
表
す
反
語
の
成
分
な
い
し
は
副
詞
と

し
て
、
「
な
に
か
」
が
多
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
傾
向
は
ま
ず
認
め
が
た
い
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
仰
は
理
由
を
表
す
意
味
で
の
反
語
成
分
で
は
な
い
し
、
仲
も

仰
と
と
も
に
そ
の
慣
用
句
性
に
お
い
て
用
語
的
に
自
由
な

ωiω
と
は
違
い
が
あ

る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
用
語
的
に
自
由
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
点
で
室
町

期
の
問
題
の
語
形
に
つ
な
が
る
と
見
う
る
の
は
、
刊
の
類
の
例
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
『
覚
一
本
平
家
』
『
元
和
本
太
平
記
』
の
例
を
併
せ
て
も
、
そ
の
例
は
わ
ず

か
に
五
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
疑
問
詞
「
な
に
」
と
係
助
詞
「
か
」
が
共
起
し
て
反
語
文
を
構
成
す
る

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

形
式
に
は
、
「
な
に
を
か
し
「
な
に
ゆ
ゑ
か
」
「
な
に
ご
と
か
」
「
な
に
の
:

い
く
つ
も
の
言
い
方
を
あ
げ
う
る
が
、
そ
の
う
ち
形
が
「
な
に
か
」
に
最

カミ
Lー

な
ど
、

も
近
く
、
ま
た
「
な
に
か
」
と
置
換
し
や
す
い
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
「
な
に
か

は
」
が
あ
る
。
判
例
制
の
区
別
は
、
「
な
に
か
」
の
例
に
お
け
る
糾
判
例
の
類
に

そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。

川刊か
L

ら
む
世
に
は
、
朝
に
つ
か
へ
身
を
た
て
、
大
中
納
言
を
経
て
も
何
か

は
せ
ん
と
て
、

(
覚
一
本
平
家
・
二
了
城
南
之
離
宮
)

・
彼
死
生
を
見
ず
は
、
片
時
の
命
生
て
も
伺
か
は
す
べ
き
。

(
元
和
本
太
平
記
・
十
四
・

4
)

同
な
に
か
は
く
る
し
う
候
ベ
き
。
少
将
を
ば
し
ば
ら
く
教
盛
に
あ
づ
け
さ
せ

お
は
し
ま
せ
。

(
覚
一
本
平
家
・
二
・
少
将
乞
請
)

-
な
に
か
は

(
B
E
E
E
)
苦
し
う
ご
ざ
ら
う
ぞ
?
少
将
を
ば
し
ば
ら
く
宰

相
に
預
け
さ
せ
ら
れ
い
。-

1
1
1
1
1
1

ひ
る

制
勝
誇
た
る
敵
な
れ
ば
、
何
か
は
少
し
も
疹
む
べ
き
。

(
天
草
版
平
家
・
一

五
)

(
元
和
本
太
平
記
・
十
四
・

4
)

・
う
そ
甘
い
物
を
く
ら
う
た
上
な
れ
ば
、
何
か
は
(
ロ

B
E
E
S
よ
か
ら
う
、

御
前
を
障
る
ほ
ど
吐
却
し
た
れ
ば
、
何
の
様
も
な
う
化
け
が
現
は
れ
た
。

(
エ
ソ
ポ
・
四
一
二
頁
)

こ
の
種
の
「
な
に
か
は
」
は
、
『
覚
一
本
平
家
』
に
九
例
あ
る
が
、
川
仰
の
類
の

「
な
に
か
は
せ
ん
」
と
「
な
に
か
は
し
候
ベ
き
」
が
併
せ
て
四
例
、
残
り
五
例
は

同
の
「
な
に
か
は
く
る
し
う
候
べ
き
」
の
類
で
あ
る
。
ま
た
『
元
和
本
太
平
記
』

七
五



反
語
副
詞
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
口
亮
二
)

(
巻
十
四
ま
で
)
で
は
、
「
な
に
か
は
」
が
六
例
あ
っ
て
、
仰
の
第
二
例
を
除
く

他
の
五
例
は
、
川
の
第
一
例
を
含
め
て
特
に
慣
用
句
性
の
な
い
例
に
な
っ
て
い

る
。
川
刊
川
W
M
W
の
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
な
に
か
」
の
例
に
お
け
る
判
同
制
の
類
に
相

当
す
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
「
な
に
か
は
」
は
、
用
法
の
上
で
も
「
な
に
か
」
に

近
い
分
布
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
相
似
た
分
布
は
、
「
な
に
か
」
と
「
な
に
か
は
」

の
間
で
い
わ
ば
語
形
が
揺
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
も
、
そ

の
一
方
の
「
な
に
か
」
と
い
う
形
だ
け
の
多
用
化
に
伴
う
熟
合
化
の
可
能
性
に
は

つ
な
が
り
そ
う
に
な
い
。
ま
た
、
反
語
を
構
成
す
る
「
な
に
か
」
の
形
が
「
な
に

か
は
」
と
と
も
に
中
世
末
期
の
口
語
に
も
な
お
慣
用
句
的
に
は
残
存
し
て
い
た
ら

し
い
こ
と
も
、
『
天
草
版
平
家
』
や
『
エ
ソ
ポ
物
語
』
の
用
例
に
う
か
が
え
、
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
の
こ
と
も
、
「
な
に
か
〉
な
に
が
」
と
い
う
語
形
変
化
の
蓋

然
性
を
疑
わ
せ
る
。

四

格
助
詞
「
が
」
の
蓋
然
性

室
町
期
の
「
な
に
が
」
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
反
語
文
を
構
成
し
た
り
、
否

定
と
共
起
し
た
り
し
て
い
た
。
そ
れ
が
係
助
詞
「
か
」
に
よ
る
連
語
「
な
に
か
」

の
転
で
あ
る
蓋
然
性
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
乏
し
い
。
そ
こ
で
、
次
に
、
そ
の

「
が
」
が
格
助
詞
「
が
」
で
あ
る
蓋
然
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
格
助
調

「
が
」
の
反
語
文
へ
の
進
出
は
、
係
助
詞
「
か
」
の
文
中
用
法
の
退
化
と
切
り
離

せ
な
い
関
係
に
あ
る
と
見
て
よ
い
か
ら
、
急
が
ば
回
れ
と
、

ま
ず
は
「
か
し
の
文

中
用
法
の
退
化
の
様
子
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
。

室
町
期
の
口
語
表
現
で
は
狭
義
の
係
り
結
び
は
す
で
に
崩
壊
し
て
お
り
、
係
助

詞
「
か
」
の
用
法
で
言
え
ば
、
不
定
方
式
の
疑
問
文
に
お
け
る
文
中
用
法
、
特
に

七
六

聞
い
の
表
現
に
お
け
る
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た

特
定
方
式
で
は
古
代
語
以
来
、
そ
の
標
識
と
し
て
係
助
詞
「
や
」
を
用
い
る
傾
向

が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
「
や
」
の
退
化
に
伴
い
、
ま
た
、
中
世
に
形
成
さ
れ
た
文

末
の
「
や
ら
ん
」
を
中
継
ぎ
と
し
て
、
室
町
期
口
語
の
聞
い
の
表
現
は
、
た
と
え

ば
次
の
よ
う
に
文
末
の
「
か
」
で
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

同
朝
-
一
顧
ル
ト
ハ
今
夜
ハ
ス
ル
/
¥
ト
御
寝
ナ
ツ
タ
カ
ト
相
尋
ル
ヲ
云

(
応
永
二
十
七
年
本
論
語
抄
・
為
政
)

・
「
あ
ら
珍
し
の
太
夫
殿
や
。
商
ひ
物
は
あ
る
か
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、

(
説
経
・
さ
ん
せ
う
太
夫
)

自
問
的
な
疑
い
の
表
現
で
も
、

し
ば
し
ば
副
助
詞
「
ば
し
」
と
共
起
す
る
形
で

次
の
よ
う
に
文
末
の
「
か
」
に
よ
る
の
が
や
は
り
普
通
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
見

て
よ
か
ろ
う
。

M
W
共
王
モ
二
一
女
ヲ
一
人
テ
マ
リ
不
献
ホ
ト
ニ
ハ
シ
ニ
グ
シ
ト
テ
滅
シ
タ
カ
ソ

(
史
記
抄
・
周
本
紀
・
二
月
オ
)

文
中
の
「
か
」
、
特
に
疑
問
詞
と
共
起
し
な
い
特
定
方
式
の
そ
れ
は
、
次
の
よ

う
に
「
う
ず
ら
う
」
と
共
起
す
る
こ
と
が
多
く
、
危
倶
の
表
現
に
集
中
す
る
傾
向

も
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
い
う
共
起
性
や
意
味
傾
向
の
偏
り
に
よ
っ
て
、
文
中
に
残

る
こ
の
よ
う
な
「
か
」
に
は
、
本
来
の
係
助
詞
「
か
」
の
文
中
に
お
け
る
係
り
用

法
か
ら
の
変
質
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
聞
い
の
表
現
を
構
成
す
る
文
末
の



「
か
」
と
の
機
能
的
な
連
続
性
・
同
義
性
は
後
退
消
失
し
、
副
助
詞
化
が
進
行
し

て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

制
ハ
ヤ
我
等
ハ
死
テ
マ
ウ
相
見
ル
事
モ
ナ
ウ
カ
ブ
ラ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
テ

(
史
記
抄
・
秦
本
紀
・
三
訂
ウ
)

係
助
詞
「
か
L

は
、
こ
う
し
て
疑
問
(
聞
い
や
疑
い
)
を
表
す
に
は
、
も
っ
ぱ

ら
文
末
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
終
助
詞
化
し
、
な
お
文
中
に
残
る
場
合
は

不
定
的
な
意
味
を
添
え
る
だ
け
の
副
助
詞
と
し
て
分
化
し
、
疑
問
文
の
構
成
に
は

関
与
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
働
き
が
二
分
し
て
い
く
の
が
、

狭
義
の
係
り
結
び
の
崩
壊
に
伴
う
係
助
調
「
か
」
の
変
容
の
概
略
で
あ
る
。

さ
て
、
狭
義
の
係
り
結
び
の
崩
壊
は
、
狭
義
の
係
り
結
び
に
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
た
古
代
語
的
な
構
文
体
制
の
崩
壊
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
係
助
調
に
よ
る
情
意

の
介
入
を
排
し
て
文
の
成
分
の
論
理
関
係
を
重
視
す
る
新
し
い
構
文
体
制
へ
の
推

移
を
意
味
し
、
文
の
主
要
な
成
分
を
一
つ
に
取
り
ま
と
め
よ
う
と
す
る
時
代
の
要

求
は
、
お
の
ず
か
ら
主
要
な
成
分
同
土
の
論
理
関
係
を
明
示
化
す
る
動
き
に
連
動

し
た
。
古
代
語
で
は
単
文
・
主
句
の
主
語
表
示
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
、
格
助
詞

「
が
」
「
の
」
も
、
院
政
期
ご
ろ
か
ら
単
文
・
主
句
に
も
現
れ
は
じ
め
た
が
、
そ

れ
も
そ
の
旧
い
体
制
の
衰
退
の
反
面
で
あ
っ
た
。

係
り
結
び
の
崩
壊
が
意
味
す
る
こ
の
よ
う
な
構
文
体
制
の
推
移
を
考
え
れ
ば
、

疑
問
詞
「
な
に
」
な
ど
に
よ
る
反
語
文
の
構
成
に
お
い
て
も
、
係
助
詞
「
か
」
の

介
入
の
後
退
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
格
助
詞
で
論
理
関
係
を
明
示
す
る
表
示
法
の

進
出
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

中
で
も
、
最
も
重
要
な
格
関
係
で
あ
る
主
格
の
「
の
」
「
が
」
に
よ
る
表
示
法

の
進
出
に
は
、
他
の
格
助
詞
の
場
合
以
上
に
そ
の
変
化
が
め
だ
つ
こ
と
に
な
る
。

ヲ
格
や
ニ
格
の
場
合
な
ら
、
係
助
詞
「
か
」
が
介
入
し
て
も
「

を
か
」
「

か
」
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
「
か
」
の
後
退
は
、
「
か
」
が
現
れ
な
く
な
る
だ
け
の

変
化
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
主
格
の
場
合
、
「
か
」
が
介
入
す
れ
ば
助
調

「
の
」
「
が
」
は
現
れ
な
い
か
ら
、
「
の
」
「
が
」
は
「
か
」
の
介
入
し
な
い
場
合

に
限
っ
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
清
濁
を
区
別
す
る
表
記
形
式
の
未
発
達
に
よ
り
、
そ
う
し
て
主
格
の

助
詞
「
が
」
に
よ
る
「
な
に
が
」
と
い
う
言
い
方
が
現
れ
は
じ
め
た
と
し
て
も
、

表
記
上
は
「
か
」
の
介
入
に
よ
る
「
な
に
か
」
と
紛
ら
わ
し
く
な
り
、
そ
の
確
認

が
後
世
の
わ
れ
わ
れ
の
目
か
ら
は
困
難
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
そ
う

い
う
紛
ら
わ
し
き
の
生
じ
な
い
「
な
に
が
」
以
外
の
形
で
、
同
じ
く
疑
問
詞
と
共

起
す
る
反
語
文
の
構
成
に
、
格
助
詞
「
の
」
「
が
」
を
確
認
で
き
る
同
時
代
の
例

を
拾
っ
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
な
に
が
」
の
場
合
も
、
「
が
L

は
「
か
」

の
転
で
は
な
く
、
格
助
詞
「
が
」
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
・
蓋
然
性
を
推
定
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
格
助
詞
「
が
」
と
並
ん
で
主
格
を
表
示
し
て
き
た
「
の
」
の
例
か
ら
確

か
め
よ
う
。
「
の
」
が
疑
問
詞
と
共
起
し
て
反
語
文
を
構
成
し
た
例
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
便
宜
、
近
世
の
例
も
併
記
す
る
。

制
今
や
龍
の
登
か
/
¥
と
待
た
れ
ど
も
、
な
に
の
登
ら
ん
ぞ
。

日
も
入
ぬ
。

(
宇
治
拾
遺
・
二
二

O
)

-
公
方
カ
ラ
ヲ
カ
ル
、
都
尉
カ
何
ノ
其
様
ニ
ハ
ア
ラ
ウ
ソ

七
七



反
語
副
詞
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
口
亮
三
)

(
史
記
抄
・
酷
吏
列
伝
・
一
五
日
記
ウ
)

・
サ
ル
ホ
ト
ニ
其
居
所
ノ
木
葉
ニ
華
字
カ
ア
レ
ハ
ト
テ
何
ノ
ヘ
シ
テ
奇
特
テ

ア
ラ
ウ
ソ
ト
一
玄
ソ

(
四
河
入
海
・
四
・
二
的
オ
)

-
そ
な
た
と
い
ふ
人
も
ち
て
な
ん
の
こ
与
ろ
が
う
つ
ら
ふ
ぞ
。

(
浄
・
曾
根
崎
心
中
・
上
)

こ
れ
ら
の
例
(
第
二
例
は
湯
沢
氏
も
引
く
も
の
)

の
「
の
」
は
主
格
表
示
の
格

助
詞
で
あ
る
が
、
そ
の
下
接
に
よ
る
「
な
に
の

な
ん
の
)
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
脈
上
、
ド
ウ
シ
テ
・
ナ
ゼ
ニ
と
い
っ
た
理
由
を
表
す
成
分
と
し
て
も
理
解
で
き

る
。
こ
の
点
は
、
ド
ウ
シ
テ
な
ど
の
理
由
を
表
す
成
分
と
解
せ
る
「
な
に
が
」
の

「
が
」
も
、
同
時
に
格
助
詞
と
も
解
せ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
格
助
詞
に
由
来
す

る
と
見
う
る
こ
と
の
重
要
な
傍
証
に
な
る
だ
ろ
う
。

室
町
期
の
格
助
調
「
が
」
に
は
、
「
な
に
が
」
以
外
の
形
で
も
、
次
の
よ
う
に

疑
問
詞
と
共
起
し
て
反
語
成
分
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。

同
苔
の
下
に
は
誰
が

(
S明
白
)
返
事
を
も
せ
う
ぞ
?
た
H
A

嵐
に
さ
わ
ぐ
松
の
響

き
ば
か
り
で
ご
ざ
っ
た
。

(
天
草
版
平
家
・
一
・
一

一
、ー〆'

-
何
程
の
こ
と
が
官
自
民
O
色。ロ
o
n
o言
明
と
あ
ら
う
ぞ
?
追
ひ
か
け
て
討
て

と
い
は
れ
た
れ
ば

(
天
草
版
平
家
・
二
了
二
一
)

第
一
例
は
、
『
覚
一
本
平
家
』
の
「
苔
の
下
に
は
誰
か
こ
た
ふ
べ
き
。

」
(
三

少
将
都
帰
)

に
、
第
二
例
は
「
思
ふ
に
何
程
の
事
か
あ
る
べ
き
。

」
(
八

-
妹
尾
最
期
)
と
い
う
部
分
に
、
内
容
上
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。
『
覚
一
本
平
家
』

七
/¥ 

で
は
い
ず
れ
も
係
助
詞
の
共
起
す
る
表
現
で
あ
る
が

口
語
訳
の
ほ
う
は
格
助
詞

「
が
」
に
よ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
例
は
疑
問
詞
「
ど
れ
」
と
共
起
し
て
反
語
成
分
を
構
成
し
て
い
る
「
が
」

の
例
で
あ
ろ
う
。
疑
問
詞
「
い
づ
れ
」
な
ら
「
か
」
の
可
能
性
も
疑
い
や
す
い
が
、

係
助
詞
「
か
」
の
共
起
と
い
う
可
能
性
は
、

口
語
形
の
「
ど
れ
」
に
よ
っ
て
も
文

体
的
に
ま
ず
払
拭
さ
れ
よ
う
。

制
我
ハ
秀
カ
命
ヲ
受
テ
マ
イ
ル
緑
珠
ヲ
コ
ソ
求
ラ
レ
候
へ
其
ヲ
ノ
ケ
テ
ハ
ト

レ
カ
ヨ
ウ
御
座
ヲ
ウ
ソ

(
蒙
求
抄
・
緑
珠
墜
楼
・
四

η
オ
)

「
が
」
に
次
ぐ
主
要
な
格
助
詞
「
を
」
「
に
」
が
疑
問
詞
と
共
起
し
て
反
語
成

分
を
構
成
す
る
例
も
傍
証
に
な
ろ
う
。
ま
ず
、
次
の
糾
は
格
助
詞
「
を
」
が
疑
問

詞
と
共
起
し
て
反
語
成
分
を
構
成
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

制
此
上
ハ
何
ヲ
カ
ク
サ
ウ
ソ
ト
云
テ
帰
イ
タ
ソ
サ
ル
ホ
ト
ニ
属
足
ノ
書
ノ
事

(
蒙
求
抄
・
蘇
武
持
節
・
四
位
ウ
)

・
世
を
捨
つ
る
よ
り
ほ
か
は
、
今
は
何
事
を

(
E
E明。

z
g
)申
さ
う
ぞ
ワ

ハ
実
事
テ
ハ
ナ
イ
ソ

(
天
草
版
平
家
・
一
・
七
)

-
く
わ
ん
ち
う
も
こ
と
さ
ひ
し
ひ
に
、
か
や
う
な
る
わ
ら
い
た
ね
お
申
さ
す

は
、
な
に
お
な
く
さ
み
に
し
ま
る
せ
う
か

(
捷
解
新
語
・
九
)

こ
の
う
ち
、
第
一
例
は
「
今
は
何
を
か
隠
し
可
レ
申
」
(
元
和
本
太
平
記
・
五

-
6
)
な
ど
と
、
古
く
は
「
か
」
が
介
入
し
て
い
た
形
に
相
当
す
る
、
新
し
い
表
示



法
で
あ
る
。
第
二
例
は
、
内
容
上
『
覚
一
本
平
家
』
の
「
今
は
何
事
を
か
申
ベ
き
L

(
二
・
阿
古
屋
之
松
)

に
相
当
す
る
箇
所
で
あ
り
、
古
く
は
や
は
り
「
か
」
の
介

入
し
た
言
い
方
が
採
ら
れ
て
い
た
所
で
あ
る
。

次
に
、
格
助
詞
「
に
」
が
疑
問
詞
と
共
起
し
て
反
語
成
分
を
構
成
し
た
例
を
取

り
上
げ
る
。

制
今
は
こ
れ
程
の
身
に
な
っ
て
残
り
留
ま
り
、
安
穏
に
ゐ
て
な
に
に

(
E
E

(
天
草
版
平
家
・
一

・
げ
に
も
そ
れ
程
に
人
に
い
は
れ
て
、
命
を
生
き
て
な
に
に
(
ロ
S
E
C
せ
う

回
目
)
せ
う
ぞ
?

四

ぞ

?

詮
ず
る
所
は
便
宜
を
う
か
が
う
で
こ
そ
あ
ら
う
ず
れ
と

(
天
草
版
平
家
・
二
・
二
一
)

こ
の
第
一
例
は
、
内
容
上
、
『
覚
一
本
平
家
』
の
「

む
」
(
一
了
小
教
訓
)
に
、
第
二
例
は
、
同
じ
く
「

安
穏
に
て
何
に
か
は
せ

い
の
ち
い
き
て
も
な
に
か

せ
ん
」
(
四
・
競
)

に
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
箇
所
で
あ
る
。
『
覚
一
本
平
家
』
で

は
と
も
に
係
助
調
の
介
入
す
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

次
の
例
は
、
制
の
「
な
に
に
」
か
ら
、
さ
ら
に
「
に
」
を
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ

う

帥
な
に
せ
う
ぞ
、
く
す
ん
で

一
期
は
夢
よ

た
工
狂
へ
。(

閑
吟
集
・
五
五
)

格
助
詞
「
に
」
が
疑
問
詞
と
共
起
す
る
反
語
成
分
に
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
理

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
ご
九
九
八
年
コ
一
月
)

由
を
表
す
成
分
と
し
て
理
解
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
次
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

制
食
事
の
望
の
あ
る
時
は
薬
を
服
し
て
命
を
継
ぐ
。
何
に
其
身
の
衰
ふ
べ
き
。

(
幸
若
・
文
学
)

こ
の
よ
う
に
、
室
町
期
の
口
語
表
現
に
は
、
係
助
詞
「
か
」
を
介
入
さ
せ
ず
、

格
助
調
に
よ
っ
て
格
関
係
を
明
示
す
る
だ
け
の
反
語
成
分
が
、
か
つ
て
の
「
か
」

を
介
入
さ
せ
た
表
示
法
に
相
当
す
る
文
脈
に
種
々
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
「
な
に
が
」
の
「
が
」
も
格
助
詞
で
あ
る
蓋
然
性

」
そ
高
く
な
る
と
言
っ
て
よ
い
。

「
な
に
が
」
に
は
、
反
語
文
を
構
成
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
否
定
と
共
起
す
る

応
答
語
的
な
用
法
の
例
(
川
w
i同
)
が
あ
っ
た
。
次
の
「
な
ん
に
」
も
、
そ
の
よ

う
な
「
な
に
が
」
と
同
様
に
疑
問
調
と
格
助
詞
だ
け
の
成
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
否
定
と
共
起
す
る
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

同
ナ
ン
ニ
小
庭
ナ
ド
ヲ
サ
ウ
ヂ
シ
テ
、
用
ガ
ア
ツ
テ
コ
ソ
ト
云
タ
ゾ
。

(
玉
車
抄
・
コ
了
三
四
八
頁
)

こ
れ
は
「
テ
コ
ソ
」
と
い
う
中
止
的
な
反
語
形
式
と
の
共
起
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
点
で
は
、

ωの
第
二
例
に
最
も
近
い
と
も
言
え
よ
う
。
「
な
に
が
」
以
外
に
も
、

疑
問
詞
と
格
助
詞
だ
け
の
成
分
に
は
、
こ
の
よ
う
に
否
定
と
共
起
す
る
例
が
あ
る

の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
「
な
に
が
」
の
「
が
」
が
格
助
調
で
あ
る
蓋
然
性
を
高

め
、
「
が
」
を
格
助
詞
と
認
め
る
傍
証
に
な
る
。

七
九



反
語
副
詞
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
口
亮
一
一
)

以
上
に
よ
っ
て
、
室
町
期
口
語
表
現
で
反
語
文
を
構
成
し
た
り
、
否
定
と
共
起

し
た
り
し
て
い
る
「
な
に
が
」
の
「
が
」
は
格
助
調
「
が
」
で
あ
る
蓋
然
性
が
高

い
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
そ
の
時
期
に
お
け
る
係
助
調
「
か
」
の
文
中
用
法
の
退

化
と
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
「
な
に
が
」
の
「
が
」
は
、
格
助
詞
「
が
」
で
あ
る
と

こ
そ
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

な
お
、
格
助
詞
「
が
」
に
よ
る
「
な
に
が
」
は
、
反
語
成
分
と
し
て
は
た
と
え

ば
次
の
よ
う
に
現
代
語
で
も
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
連
語
的
な
性
格
を
失
っ

て
は
い
な
い
。

M
W
罪
の
無
い
人
を
殺
し
て
、
何
が
平
和
だ
。

(
太
宰
治
・
走
れ
メ
ロ
ス
)

す
で
に
触
れ
た
否
定
と
共
起
す
る
応
答
語
的
用
法
や
陳
述
副
詞
化
し
た
用
法
な

ど
は
、
こ
の
よ
う
に
現
代
語
ま
で
脈
々
と
つ
な
が
る
そ
の
一
部
が
、
広
義
の
副
詞

と
し
て
一
語
化
し
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

五

「
な
に
が
」
の
諸
相
と
そ
の
周
辺

室
町
期
口
語
表
現
の
「
な
に
が
」
は
理
由
を
表
す
反
語
性
の
副
調
と
し
て
多
用

さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
の
理
由
を
表
す
反
語
性
の
副
詞
に
は
、

ほ
か
に
係
助
詞
か
ら

転
成
し
た
「
や
は
か
」
「
や
は
や
」
な
ど
の
語
も
あ
っ
て
、
よ
く
用
い
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
「
な
に
が
」
は
、
大
抵
「
う
」
「
ぞ
」
と
共
起
し
た
が
、
「
や
は
か
」

「
や
は
や
」
の
類
は
、
次
の
よ
う
に
動
詞
の
連
体
形
や
「
ぞ
」
と
共
起
し
、
推
量

辞
と
共
起
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

/¥ 
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仙
川
御
う
ち
が
た
へ
と
は
大
ゃ
う
也
。
や
わ
か
と
を
る
。
(
曾
我
・
九
)

・
ヤ
ワ
ヤ
太
史
公
カ
賛
ノ
辞
ヲ
作
リ
カ
ネ
テ
過
秦
論
ヲ
取
ル
ホ
ト
ノ
事
ハ
ア

ル|
ソ

(
史
記
抄
・
秦
始
皇
本
紀
・
四
日
ウ
)

・
白
(
髪
不
遺
窮
)
言
白
髪
ハ
ヤ
ハ
ヤ
窮
シ
テ
ア
ル
ト
云
テ
ハ
ノ
コ
シ
ハ
ス

ル
人
間
ノ
交
ハ
窮
ス
レ
ハ
絶
シ
テ
ア
リ
ト
モ
ソ四

河
入
海
・
六
・
一
却
ウ
)

し
た
が
っ
て
、
反
語
成
分
と
し
て
の
「
な
に
が
」
が
「
う
」
「
ぞ
」
と
よ
く
共

起
し
、
特
に
「
う
」
と
よ
く
共
起
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
反
語
性
の
副
詞

と
そ
の
用
法
を
分
担
し
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
「
う
」
を
中
心
と
す
る
推
量
辞
と
の
共
起
傾
向
も
、
中
世
末
期

に
は
崩
れ
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
な
に
が
」
に
も
、
そ
の
頃
か
ら
次
の
よ
う
に

用
言
の
連
体
形
や
「
ぞ
」
と
の
み
共
起
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。

制
何
と
し
た
子
細
で
ば
し
ご
ざ
る
ぞ
、
あ
の
犬
に
ば
か
り
、
こ
こ
か
し
こ
で

追
は
れ
さ
せ
ら
る
る
は
。
何
が
(
ロ
B
G
S

ら
る
る
こ
と
は
あ
る
ぞ
?

一
つ
と
し
て
、
犬
に
劣
ら
せ

(
エ
ソ
ポ
物
語
)

-
あ
ら
た
ま
り
ま
し
た
事
を
聞
き
ま
す
。
何
が
は
づ
が
合
い
ま
せ
ぬ
。

(
仮
・
難
波
鉦
・
四
)

-
こ
れ
ど
ふ
ぞ
い
の
。
何
が
そ
れ
程
い
そ
が
し
い
。

(
浄
・
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
・
中
)

近
世
以
降
は
、
こ
う
し
て
終
止
形
に
同
化
し
た
用
言
の
連
体
形
と
共
起
す
る
の



が
、
普
通
に
な
っ
て
い
る
。

「
な
に
が
」
に
は
、
す
で
に
室
町
期
か
ら
制
i
例
の
例
に
お
け
る
よ
う
に
自
問

自
答
的
な
否
定
の
応
答
語
性
も
認
め
ら
れ
た
。
近
世
に
も
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に

そ
の
用
法
は
引
き
続
き
認
め
ら
れ
る
。

同
只
世
中
に
相
撲
取
よ
り
外
に
何
が
遊
興
な
し
と
。
中
々
、
や
む
る
事
に
あ

ら
ず
。

(
浮
・
本
朝
二
十
不
孝
・
五
・
三
)

「
な
に
が
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
否
定
の
応
答
語
性
か
ら
は
、
ま
た
よ
り
複

文
的
に
表
現
の
論
理
性
を
高
め
る
条
件
句
と
共
起
す
る
な
ど
し
て
、
さ
ら
に
ナ
ン

ト
イ
ッ
テ
モ
な
ど
と
訳
せ
る
、
判
断
強
調
の
陳
述
副
詞
に
も
転
じ
て
い
っ
た
。
ま

ず
、
次
の
よ
う
な
例
は
、
文
末
の
否
定
の
語
と
も
共
起
し
て
い
る
か
ら
、
否
定
的

な
応
答
語
と
も
、
判
断
強
調
の
陳
述
副
詞
と
も
と
れ
る
も
の
で
あ
る
。

同
(
果
報
者
)
「
都
に
は
あ
ら
ふ
か
。
(
太
郎
冠
者
)
「
何
が
都
で
御
ざ
る
程

に
、
な
ひ
事
は
ご
ざ
る
ま
ひ
。

(
虎
明
本
狂
言
・
鎧
)

-
そ
も
や
そ
の
焼
き
金
を
お
取
り
な
さ
る
る
も
の
な
ら
ば
、
あ
の
邪
見
な
る

太
夫
・
三
郎
が
、
又
当
て
う
は
一
定
な
り
。
痛
う
も
熱
う
も
な
い
や
う
に
、

お
も
ど
し
あ
っ
て
た
ま
は
れ
の
。
何
が
一
度
再
び
身
代
り
に
お
立
ち
あ
れ

ば
、
あ
と
へ
は
も
ど
ら
ず
。

(
説
経
・
さ
ん
ぜ
う
太
夫
)

し
か
し
、
近
世
に
は
次
の
よ
う
に
否
定
の
語
と
は
共
起
し
て
い
な
い
例
も
増
え
、

判
断
強
調
の
陳
述
副
詞
性
が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

文
学
部
論
集

第
八
十
二
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

制
「
ェ
、
粗
相
な
お
梅
様
。
文
を
封
じ
違
へ
て
久
米
様
へ
の
濡
文
が
。
法
印

様
の
お
手
に
入
る
。
何
が
日
頃
法
印
様
、
真
言
陀
羅
尼
読
ん
だ
目
で
。
く

ど
く
は
御
見
、
思
ひ
参
ら
せ
候
と
。
読
ん
で
婆
羅
僧
渇
諦
を
立
て
。
菩
提

裟

婆

詞

な

る

顔

つ

き

。

」

(

浄

・

心

中

万

年

草

・

中

)

・
夫
ォ
を
川
へ
放
し
ゃ
る
と
。
釦
州
内
に
計
り
居
る
奴
つ
じ
ゃ
に
よ
っ
て
。
悦

ん
で
途
を
失
ひ
。
橋
杭
で
鼻
を
打
て
。

(
浄
・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
・
三
)

な
お
、
こ
の
よ
う
な
用
法
の
「
な
に
が
」
は
、
後
に
「
さ
て
」
を
伴
う
「
な
に

が
さ
て
」
の
形
で
も
、
室
町
末
期
ご
ろ
か
ら
よ
く
用
い
ら
れ
た
。
条
件
句
と
共
起

す
る
次
の
よ
う
な
例
は
、

ナ
ン
ト
イ
ッ
テ
モ
な
ど
と
訳
せ
る
、
判
断
強
調
の
陳
述

副
詞
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

制
「
何
が
担
、
ゆ
づ
り
う
け
れ
ば
、
わ
が
為
に
も
親
ど
う
ぜ
ん
。

つ
い
ち
ょ

つ
と
い
っ
て
こ
ふ
」

(
浄
・
心
中
重
井
筒
・
上
)

「
な
に
が
さ
て
」
に
お
け
る
「
さ
て
」
と
の
共
起
は
、
そ
の
文
中
成
分
と
し
て

の
陳
述
副
詞
性
の
安
定
に
寄
与
し
た
の
か
、
次
の
よ
う
に
意
志
的
な
表
現
と
も
よ

く
共
起
し
て
い
る
。

制
「
て
い
し
ゅ
、
歌
を
所
望
か
。
「
中
々
。
「
何
が
さ
て
よ
ま
ひ
で
は
。

(
虎
明
本
狂
言
・
萩
大
名
)

-
と
て
も
の
御
事
に
。
此
君
遣
の
、
む
か
し
を
ば
。
御
物
語
あ
そ
ば
せ
と
。

/¥ 



反
語
副
調
「
な
に
が
」
の
形
成

(
山
口
亮
二
)

ひ
た
す
ら
、
所
望
あ
り
け
れ
ば
。
何
が
担
、
此
上
は
、
あ
り
し
様
子
を
、

語
る
ベ
し
。

さ
さ

.
「
酒
が
御
気
に
い
っ
た
ら
ぱ
。

も
あ
へ
ず
盃
取
。
何
が
担
く
だ
さ
れ
ん
」
と
た
ん
ぶ
と
請
て
一
息
の
み
、

(
浮
・
好
色
一
代
男
・
二
・
一
)

一
つ
あ
が
っ
て
く
だ
さ
ん
せ
」
と
お
か
せ

文
六
に
ぞ
戻
し
け
る
。

(
浄
・
堀
川
波
鼓
・
上
)

こ
の
よ
う
な
意
志
的
表
現
と
共
起
す
る
「
な
に
が
き
て
」
は
、
よ
り
端
的
に
は

モ
チ
ロ
ン
と
い
う
ほ
ど
に
話
し
手
の
意
志
を
強
調
す
る
陳
述
副
詞
に
近
づ
い
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
な
に
が
」
の
用
法
の
広
が
り
も
、
格
助
詞
「
が
」
に
よ
る
反

語
成
分
か
ら
の
転
用
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
転
用
も
、
新
し
い
構
文
体
制
の
中

で
格
助
詞
「
が
」
の
働
き
が
い
か
に
有
用
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
を
思
わ
せ
る
点

が
あ
る
。

...J.... 
J、

結

び

室
町
期
口
語
表
現
の
清
濁
を
区
別
し
な
い
表
記
形
式
で
「
な
に
か
L

と
あ
る
も

の
も
、
反
語
成
分
と
し
て
「
う
」
「
ぞ
」
な
ど
と
よ
く
共
起
し
て
い
る
も
の
は
、
「
な

に
が
」
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
室
町
期
口
語
表
現
の
反
語
性
の
副
詞
「
な
に
が
」

の
形
成
が
格
助
調
「
が
」
に
由
来
す
る
と
見
る
べ
き
こ
と
を
論
証
し
た
。
「
な
に

が
」
に
よ
る
反
語
文
は
、
湯
沢
氏
が
推
定
し
た
よ
う
な
係
助
調
「
か
」
の
係
り
用

法
の
残
存
と
は
無
関
係
な
も
の
に
な
る
。
と
い
う
よ
り
、
反
語
文
に
そ
れ
だ
け
格

助
詞
が
進
出
し
て
き
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
狭
義
の
係
り
結
び
が
す
で
に
崩
壊
し
た

証
に
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
以
上
の
論
証
は
、
「
な
に
か
」
「
な
に
が
」

/¥ 

の
語
形
認
定
や
「
が
」
の
素
性
の
探
索
を
超
え
て
、

日
本
語
に
お
け
る
文
法
史
の

大
き
な
節
目
の
捉
え
方
に
も
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

否
定
と
共
起
す
る
「
な
に
が
」
の
応
答
語
的
用
法
や
判
断
強
調
の
陳
述
副
詞
化

と
い
っ
た
用
法
の
広
が
り
も
、
よ
り
一
語
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
新
し
い
構
文

体
制
に
お
い
て
進
出
し
た
格
助
詞
「
が
」
の
働
き
に
、
な
お
支
え
ら
れ
て
の
こ
と

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

室
町
期
と
い
う
時
期
は

一
見
古
代
語
的
な
係
り
結
び
体
制
の
残
存
を
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
果
た
し
て
慣
用
句
的
に
形
骸
化
し
て
い
な
い
か
、
ど
こ
ま

で
口
語
的
で
あ
る
か
、
な
ど
の
点
を
十
分
に
疑
っ
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
性
の
確
認
に
役
立
つ
意
味
で
も
、
本
稿
に

取
り
上
げ
た
問
題
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

注
(
1
)
阿
見
正
雄
・
大
塚
光
信
編
『
抄
物
資
料
集
成
』
(
昭
和
四
六
年
、
清
文
堂
)
に

よマ
hv
。

(
2
)
「
何
ノ
」
の
例
は
、
一
部
に

(
1
)
の
『
抄
物
資
料
集
成
』
の
本
文
と
は
小
異

が
あ
る
。

(
3
)
『
蒙
求
抄
』
は

(
l
)

の
『
抄
物
資
料
集
成
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
本
で
は
清
濁
を
区
別
し
な
い
表
記
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
濁
点
表
記

の
例
を
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
湯
沢
氏
の
示
す
例
と
は
、
本
文
に
小
異
が
あ
り
、

所
在
の
巻
数
・
頁
数
も
一
致
し
な
い
。

(
4
)
こ
の
種
の
形
式
に
よ
る
反
語
表
現
に
は
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

水
ノ
ウ
ル
ヲ
イ
タ
ニ
カ
ウ
チ
ヤ
ニ
国
ノ
憂
カ
我
身
ニ
及
フ
マ
イ
事
カ
有
テ
コ

ソ

ト

云

ソ

(

蒙

求

抄

・

漆

室

憂

葵

・

四

日

ウ

)

(
5
)
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
・
下
(
昭
和
三
四
・
コ
一
五
年
、
岩
波
書

庖
)
に
よ
る
。



(
6
)
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
』
一

ト
a
z
v
。

(
7
)
「
不
定
方
式
」
「
特
定
方
式
」
の
用
語
は
拙
著
『
日
本
語
疑
問
表
現
通
史
』
(
平

成
二
年
、
明
治
書
院
)
に
よ
る
。

(
8
)
(
7
)
の
拙
著
『
日
本
語
疑
問
表
現
通
史
』
第
六
章
「
疑
問
表
現
の
推
移
」
、
拙

稿
「
疑
問
助
詞
「
や
ら
ん
」
の
成
立
」
(
『
語
文
』
第
五
三
・
五
四
輯
)
。

(
9
)
副
助
詞
「
ば
し
L

と
の
共
起
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
係
り
結
び
体
制
末
期
の
新

旧
連
立
形
式
機
能
の
新
旧
連
立
性
」
(
『
京
都
語
文
』
創
刊
号
)
に
そ
の
史
的

意
味
を
考
え
た
。

(
日
)
こ
の
よ
う
な
「
か
」
に
つ
い
て
、

(
7
)
の
拙
著
『
日
本
語
疑
問
表
現
通
史
』

第
十
一
章
「
不
確
定
成
分
の
構
成
と
そ
の
推
移
」
の
中
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

(日
)

(

9

)

の
拙
稿
「
係
り
結
び
体
制
末
期
の
新
旧
連
立
形
式
機
能
の
新
旧
連
立

性
」
。

三
(
昭
和
五

0
・
五
七
年
、
角
川
文
庫
)
に

(
や
ま
ぐ
ち

ぎ
ょ
う
じ

国
文
学
科
)

一
九
九
七
年
一

O
月
一
六
日
受
理

文
学
部
論
集

第
八
十
一
一
号
(
一
九
九
八
年
三
月
)

/¥ 


